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§１．研究成果の概要 

 

本研究では主に公平性と効率性を両立するような解を高速に計算する技術について研究を行っ

ている．これらに関して，2021 年度は以下のような進展を得た． 

① 確率を用いたメカニズムに関する多くの研究では，エージェントは期待値に基づき効用を感じ

ると仮定されてきた（期待効用理論）．しかし，現実の人間はリスクを回避するなど期待効用理

論から外れた意思決定を行うことが知られている．そこで，リスク回避などをモデルに入れた累

積プロスペクト理論を用いたモデル化を行い，その場合でも単純な設定の場合には高速に最

適解が計算できることを示した． 

② 動的環境（資源が逐次的に与えられる場合）において，公平かつ効率的な割当を行うメカニ

ズムの設計を行った．特に，入力が独立同一分布から与えられる場合については，分布が未

知であってもほぼ最適な割当を達成できることを示した．また，最悪の入力を考える場合には

ランダムに割り当てることが最善であることを示し，これと同等の性能を乱数なしで達成するア

ルゴリズムの設計を行った． 

③ 一般に不可分財の割当は効率性と公平性を両立することができないが，補助金をある程度使

うことにより両立が可能となる．本研究では，各エージェントの評価関数がマトロイドランク関数

で表されている場合について，各エージェントに高々1の補助金を与えることにより，功利主

義的社会効用最大，無羨望性，耐戦略性などのさまざまな望ましい性質を満たすメカニズム

の設計に成功した． 
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